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1.身近な博物館 習が展開しているという面からは，まだまだ不十分な状

1960年代後半以降の博物館ブームと呼ばれる一連の現 況であり，一部には，学校教育を修了したら，もう教育

象をふりかえると博物館の設置数はもとより，博物館を されるのはいやだという教育に対する反感や暗いイメー

とりまく状況が大きく変化している乙とがわかる.今や，ジが存在している乙ともまた事実としてある.

「あなたの家の近くにも博物館がありますJ r身近で役 近代博物館は，市民本位のものである. しかし，長い

立つ博物館の利用を/J という呼びかけが現実のものと 間，博物館の設置が不十分であった乙ともあり，博物館を

して実態を伴ったものになってきているといえよう.め 身近なものとして感じられず，食わず嫌いにも似た状況

ざましい博物館の整備状況は，文化的な地域格差を着 が一部にまだある.とりわけ，中高年齢層にとっては，

実に解消しつつある.乙うした状況の中で，博物館を単 青少年時代に博物館で学習するよろとびを体験した人は

に「建物J としてみるのではなく，その活動内容につい それほど多くない.ととろが，最近では，子ど、もたちの博

ての議論や関心が博物館界以外からも高まってきている.物館に対するイメージが， r明るく楽しいためになると

10年前には，日本博物館協会や文部省等博物館内部での ころ」へと変化してきている.一つには，博物館自体の

刊行物が中心的であった博物館のガイドブックや専門図 努力にもよるが「見せてやる式J の古い考えの方の博物

書等が，今日では，分野別，目的別等多種多様の博物館 館から利用者主体の市民参加を前提とした聞かれた博物

関係の図書が市販されている.内容も豊富であり，博物 館への変化も大きな理由になっている.子どもにとって

館に対する国民的な関心の広がりを示している.新聞， 面白い博物館，子どもの気持に帰れるような博物館の存

雑誌，テレビ，ラジオ等のマスコミにおいても博物館に 在がきっと良い作用を起しているのだと思う.

関する話題が一昔前の状況とは大きく異なり，質量共に

大きく変化してきている 2. 博物館の利用促進事業

乙のような状況を背景に，博物館は，従来にも増して 博物館の普及活動として，千葉県教育委員会では， 1977

国民の文化的生活と広く深く結びつき始めている.生涯 年より博物館利用促進事業を推進しているので例示した

学習(教育)の拠点的機関としての博物館の存在価値は，い.博物館が名実共に身近で役立つと乙ろとなるために，

地域格差を解消し，それぞれの地域の実状に相応した形 県民が，博物館を通して生涯にわたって学習し学ぶ楽

で整備しようとする住民と博物館関係者の努力に深くか しさを味わう場となる乙とを目指している.主な内容は，

かわっている.生涯学習がユネスコによって提唱されて 日常の広報活動で博物館特集や行事の案内等を通じ直接

10年が過ぎたが，その実現は，遠L、将来のことと思われ 県民l乙博物館の利用を呼びかけたり，県立博物館(ち館)

ていたものが，不十分ではあるが，実質的には身近なも ネットワークを生かした，同一資料による巡回展の聞

のと感じられるようになってきている.その乙とは国民 催.県民に，博物館の存在や事業等を紹介すると共に，

の学習活動の動きとしてζわカルチャセンターの盛況ぷ その役割を知らせ，利用方法などの理解を図るため，社

りからも理解できる.しかし，国民的な規模での生涯学 会教育や学校教育の指導者を主な対象とした普及資料の
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作成をし，毎年 2，500 部発行しており県内の小・中・高 を果しているという乙と.

校や図書館・公民館など学校教育，社会教育の機関等に ③一人 1 研究・ク、、ループ研究等において，問題意識を

配布し，組織的な学習活動を呼びかけてνる.とりわけ もって博物館の実物資料等を見た乙とにより，科学的で

1979年以後 3 カ年継続している学校教育との連携の取り 実証的な学習法が会得でき，博物館学習のおもしろさを

組みについては，博物館利用の基礎的な底辺の拡大を目 知り得た乙と.

指す運動として位置づけている.学校教育に期待するの ④博物館のおもしろさを知った児童・生徒の中で，夏

は義務教育の時代に生涯学習の基礎を体得させ，自己学休み等の休日を利用して自主的に一人調べなどの調査を

習の習慣を身につけさせてほしいという乙とである.博 するようになったものも増えている.また，祖父が，昔

物館をはじめ図書館・公民館等を積極的に利用できる子 使用していた漁具が自宅の物置に放置されているのを発

ど七を教育する乙とが，形式的な学歴主義や資格などより 見し，郷土の文化財として吠モノ"の裏にある歴史的価

も知的生活を豊かにしていく上では有意義であると考え 値を再発見するようになった子ど、もなどが報告されている.

る.子どもの主体的努力，教育の積極的な働きかけ，環 ⑤博物館を利用するようになって以来，従来の静的な

境の果す役割を重視し，どの子どもにも主権者として生学習から動的な学習への態度の変化がみられ，調査や巡

きる能力を獲得させるという立場から教育の機会均等の 検活動を主体とした社会科本来の望ましい学習ができる

精神を再度確認し，博物館の利用のあり方を考えていく ようになった乙と.

必要がある.そのためには，教師自身も博物館の利用を ⑥博物館を利用した子どもの感想に“今度はお父さん

通じて生涯学習への興味，態度，方法を身につけていか やお母さんを連れて行きたい"というものもあった.学

なければむつかしい そして，博物館もまた，事業内容校から家族ぐるみの利用へと，地域に根ざした輪の広が

の改善，組織の充実のため力を蓄え，発展を図らなけれ りが期待できる乙と.

ば実現はむずかしいものとなる. 以上の成果を生み出したのは，学校の教職員と博物館

現在も実施中の博物館協力校の事業では，県立博物館 職員の協力体制のたまものである.

6 館が，それぞれ地元の小・中学校の中から 1 校を協力

校lと委嘱し，年間の研究主題を決めて組織的・継続的な 4. 今後の課題など

学校利用の開発を図っている.地道な努力を重ね，博物 協力校との実践研究は，現在も 3 カ年目の取り組みを

館活動の改善に反映させる一方策でもある.乙乙での実 している最中である.過去 2 カ年の実践報告を「小・中

践の成果と反省が，県・市町村教育委員会初め博物館， 学校における博物館利用事例集J(I.II) として普

学校双方に経験として蓄積し，地域社会に役立つ博物館 及資料にまとめ刊行した.博物館もそれぞれ実践過程で

としての成長を促す基礎となっている. 学習ノート，見学のしおり，利用の手引き等を独自に作

成し，改善l乙努め現在も多くの学校や団体利用に教材の

3. 協力校の成果等 ーっとして利用されている.

実践事例の具体的な内容は多様である.乙乙では，過 乙の間いろいろな質問も受けた.教師及びその集団が，

去 2 年間の活動の中から成果として，児童・生徒の博物 乙の事業の中でどう変わっていったのかというものが多

館に対する関心と理解が深まり，次のような気持の変化 かった

が生まれているので紹介する. 協力校の教師集団は，全員で博物館に出かけ，自分の

①教室での学習課題を，博物館で実物に接する乙とに 授業を中心に，博物館資料をどのように授業に生かして

より確かな手ごたえとして感じ取っており，乙の乙とが いけるかの教材化の取り組みをつづ、けており， EJ的意識

子どもたちの博物館に対する親しみと喜びを引き出して 的に博物館を見直おすものも増えてきている.

いる.つまり，実物に接した感動はすばらしく，子ども また，最近では，郡の社会科教育研究会と地元の市教

たちをとらえて離さない乙と. 育委員会の後援を得て，協力校(小学校)と博物館の共

②博物館に対して‘入館し lとくい"というイメージを 催による博物館利用学習公開研究会が開催された 3 年

もっている子どもも，集団で何度も見学に行っているうち 生の「市のうつりかわりー古い道具を調べるー」ゃ

に“親しみやすいと乙ろ"と感ずるような気持の変化が 4 年生の「土地と人間一海べに生きる人々ー」といっ

生じてきている.つまり，何回も博物館に連れていくと た授業の展開を博物館の展示室や集会室を使ってそれぞ

いうことが，動機づけとして初歩的段階での大切な役割 れのクラスで実践し，その後研究討議を行うと乙ろもで
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てきている. また，別の教師.博物館を利用して学習するようにな

最近の話でとんな議論があった博物館の職員から協 ってよかった感動というものは博物館のふれあいで出

力校の教師に対しての質問.実際問題としてゆとりの時ている.ただ単に机を並べて勉強するだけでなく，生き

聞を利用して博物館を利用するのは大変ではないか.博 生きと子どもたちがしている乙とがうれしい.眼の輝き

物館を利用しなくても授業はできると思う.教師が博物 が違う.教職員としては，調べる時間や研究の時間がな

館を利用するポリシーを確立していかないと本当の利用 かなかとれず，そうした時，博物館に行くと考えるヒン

はできないのではないか. トがいっぱいある.博物館の学芸員と相談すると言葉の

乙れに対して，教師の方々の回答.学校でもとのとと 知識のみでなく，各種の資料をふまえて教示をされる乙

は問題になっている.小学校の場合，教科指導の面から とは何ものにもかえがたい魅力がある.教師は，博物館

利用すると 4 年と 6 年以外は，遊びになってしまいが を利用すれば目ざめるのだが，博物館に行ってみようと

ちである.しかし，博物館に実物があるという強みは意 するまでの心のギャップが現実としてあった.

外なほど大きく子どもたちをとらえている.博物館を利 以上，教師と博物館人との対話の中でのひと乙までは

用しないと本当の乙とがわからないというのが博物館の あるが，正直に話しあう努力が今必要な時であると思う.

強みだと感じている. しかし，学校の側が博物館に何が 現在の実践研究での共通目標は次の 5 つである.

あるのかを知らなければ無意味である. もっと学校と博 ① 教科学習の範囲の拡大

物館が普段着でつきあえるようにならなければいけない ② ゆとりの時間の利用

と思う. ③ 生涯学習(教育)の一環として日常的な利用の推進

別の教師.博物館を使わなくても授業はできるという ④ 博物館相互の連携による利用の拡大

考え方は学校にも現実としてある. しかし，それをそう ⑤ 博物館周辺の文化財等の利用の拡大

ではなくそうと言っている.教科書と黒板による授業か 共通目標をふまえながら，地域の実情に即した多様な

らどうやって抜け出して行くかという立場を私たちはと 実践活動が，現在も進められている.むしろ緒についた

っている.博物館の資料で授業に必要なものが全てそろ ばかりというと乙ろである.

っているとは考えていない.学校から乙ういうものが欲

しいという要望に博物館はどとまで対応できるのだろう 5. おわりに

か.遠くの学校は行きたくても足がない.教室での黒板 思いつくまま，整理されていない状態での概要説明と

と教科書の授業はできても，真に豊かなイメージをもつ なってしまった博物館は利用促進までして利用させる

た(歴史)学習はできない. 必要があるのだろうかという意見もある.つまりは試行

また別の教師.実物をみる強みもそうだが，その評価 錯誤である.乙の中から一つでも二つでも地についた博

をする乙とが大事.評価が甘いのだと思う.気づかせる 物館活動を促す勇気が生まれてくればそれが成果である

努力.気づいた乙とを認めてやる乙とが大事だ. と今思っている.
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